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• 2015年度から開催
• 目的：予防接種に関わる保健・教
育・医療関係者が、安全にその実践
と支援を行うために必要な知識・技
術・コミュニケーション等を学ぶ機
会を提供。

• 対象：予防接種の実施・教育に関わ
る医療職（医師・薬剤師・保健師・
助産師・看護師・養護教諭）

• 2017年度には県の予防接種セン
ターでの開催のための情報提供・
企画協力・講師派遣対応も

• 2018年度に事業化

• 2021年にオンライン参加・開催後
の動画配信を開始
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COVID-19ワクチン
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第1回新型インフルエンザ等対策推進会議 資料５-１ 新型コロナウイルス感染症対応の推移について
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エムスリー社が保有する医療リアルワールドデータである
JAMDAS（日本臨床実態調査）をベースとした推計 https://moderna-epi-report.jp/

https://moderna-epi-report.jp/
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対象者
当初：16歳～
現行：生後6月～

対象者
当初：18歳～
現行：５歳～

対象者
当初：60歳～

＋基礎疾患
現行：上記

＋医療者等

感 アルファ株
染 従来株に比べ

力 推定1.32倍

デルタ株
アルファ株に比べ
1.5倍高い可能性

オミクロン株
デルタ株に比べ高い

令和４ 令和５

初回接種開始時

薬 発症予防：○(臨床試験で確認)

事
重症化予防：ー
※ 重症化予防効果は重症化した例数

が不足しており検証が行えなかった。

３回目接種開始時
発症予防 ：ー 重
症化予防：ー
※ 中和抗体価上昇を確認

４回目接種開始時
企業による臨床試験では
なく、論文等の情報収集

によって議論

令和４年秋開始接種開始時
・発症予防 ：ー
・重症化予防：ー
※ オミクロン対応２価ワクチン
※ 中和抗体価上昇のデータあり
（BA.1:臨床 BA.4-5:非臨床）

デルタ株
アルファ株に比べ
入院リスクが高い可能性

オミクロン株
デルタ株に比べ入院リスク、
重症化リスクは低い

アルファ株
従来株に比べ推定1.4倍
入院・死亡リスクが 高
い可能性

2/17 9/17

検
討
開
始

3/24

検
討
開
始

12/13

対象者
当初：12歳～
現行：基礎疾患

のない
5～11歳

令
和
５
年
春
開
始
接
種
開
始

5/8

対象者
･65歳～
･５ 歳 ～
基礎疾患
･医療従事等

※R5/3/31終了 ※R5/3/31終了

新型コロナワクチン接種に関するこれまでの検討経緯

BA.1、BA.2 BA.5、BQ.1 XBB

※R5/5/7終了 ※R5/9/19終了

感染症法上の位置づけ
５類疾患に移行。

令
和
５
年
秋
開
始
接

9/20

【３】令和６年度以降の新型コロナワクチンの接種について （１）これまでの経緯及び接種プログラム等
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・65歳～
・60～64歳の
基礎疾患のある方

【初回接種】
感染予防 ：〇※１

発症予防 ：〇※２

重症化予防：〇※２

※1 BMJ 2021;373:n1088
※2 Nat Med 28, 1063-1071(2022)

【３回目接種】
感染予防 ：〇※3

発症予防 ：〇※4

重症化予防：〇※5

※3 Nat Med 28, 1063-1071(2022)
※4 N Engl J Med 2022; 386:1532-1546
※5 N Engl J Med 2021; 385:1393-1400

【４回目接種】
感染予防 ：○※６

発症予防 ：○※７

重症化予防：○※６

※６ NEJM 2022;386:1712-1720
※７ NEJM 2022;386:1603-1614

【令和５年度の接種方針】
○科学的知見等を踏まえ、審議会で見解を整理※８。
・重症化予防:６ヶ月～、死亡予防:10ヶ月～持続。
・免疫学的知見からは更に長期間の持続も示唆。
○オミ株対応ワクチンの知見も踏まえ、R5の方針

を決定。
※８ 2023年度以降の新型コロナワクチンの接種の方針について（令和５年２月

８日厚生科学審議会予防接種・ワクチン分科会予防接種基本方針部会）

【令和６年度以降の接種方針】
○新型コロナ感染症の疫学的状況、ワク

チンの有効性、安全性、費用対効果等
に係る科学的知見等に基づき、令和６
年度以降、新型コロナをＢ類疾病とし、
重症化予防を目的として、高齢者等に
対する定期接種として実施。

対象者 ６か月～

※R6/3/31終了予定

第55回厚生科学審議会予防接種・ワクチン分科会  資料1 (令和6年2月5日)
https://www.mhlw.go.jp/content/10900000/001205549.pdf

対象者
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COVID-19ワクチンに関する提言（第9版）－XBB.1.5対応mRNAワクチンの任意接種について－
2024年5月21日

https://www.kansensho.or.jp/uploads/files/guidelines/2405_covid-19_9.pdf
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１．接種の目的及び対象者について

○ 令和６年度以降の新型コロナワクチンの接種については、 個人の重症化予防により重症者を減らすことを目的と
し、新型コロナウイルス感染症を予防接種法のB類疾病に位置づけた上で、法に基づく定期接種として実施する。

○ また、令和６年度以降に行う定期接種の対象者は、新型コロナウイルス感染症の疾病負荷等を踏まえ、65歳以上
の高齢者及び60歳から64歳までについてはインフルエンザワクチン等における接種の対象者と同様とする。

２．接種のタイミングについて
○ 新型コロナウイルス感染症の疫学的状況、ワクチンの有効性に関する科学的知見等を踏まえ、定期接種のスケ
ジュールについては、年１回の接種を行うこととし、接種のタイミングは秋冬とする。

３．用いるワクチンについて
○ワクチンに含むウイルス株の検討に当たっては、流行の主流であるウ イ ル スの状況やワクチンの有効性に関する

科学的知見を踏まえて選択することとし、当面の間、毎年見直す。

○新型コロナワクチンの接種に用いるワクチンについては、様々なモダリティのワクチンの開発状況等も考慮しつつ
、有効性、安全性、費用対効果等を踏まえて検討する。

特例臨時接種の終了について

○ 前回の部会における議論を踏まえ、令和６年度以降、新型コロナウイル ス感染症の「まん延予防上緊急の必要
がある」と認められる状況にはないと考えられるため、『特例臨時接種』を今年度末で終了することとする。

○ 病原性が大きく異なる変異株の出現等の科学的な前提が異なるような特段の事情が生じた場合は、改めて予防接

種法上の位置づけについて検討することとし、引き続き、ウイル スの流行状況等に関する情報収集及び評価を行う
。

【３】令和６年度以降の新型コロナワクチンの接種について （１）これまでの経緯及び接種プログラム等

令和６年度以降の新型コロナワクチンの接種について （ 令 和 ５ 年 1 1 月 2 2 日 第 5 3 回 予 防 接 種 ・ ワ ク チ ン 分 科 会）

接種プログラムについて

第55回厚生科学審議会予防接種・ワクチン分科会  資料1 (令和6年2月5日)
https://www.mhlw.go.jp/content/10900000/001205549.pdf
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第55回厚生科学審議会予防接種・ワクチン分科会 資料 1 (2024年2月5日(月)) https://www.mhlw.go.jp/content/10900000/001205549.pdf
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• WHOのCOVID-19ワクチン組成に関す
る技術諮問グループ（TAG-CO-VAC）
は、JN.1系統が現在優勢であり、遺伝的
な進化を示すことから、COVID-19ワク
チン抗原をJN.1系統を標的抗原にした1
価のCOVID-19ワクチンに更新すること
を推奨した。 

• また、新しい製剤の開発を待つことな
く、現行のWHO承認ワクチン(XBB.1.5
系統)を継続して使用することを推奨。 

• XBB.1.5系統を標的とした従来のワクチ
ンは依然として有効であるが、抗原性
の違いにより、新しいJN.1変異体に対す
る有効性が低下する可能性がある。

https://www.who.int/news/item/26-04-2024-statement-on-the-antigen-composition-
of-covid-19-vaccines

https://www.who.int/news/item/26-04-2024-statement-on-the-antigen-composition-of-covid-19-vaccines
https://www.who.int/news/item/26-04-2024-statement-on-the-antigen-composition-of-covid-19-vaccines
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• 厚生労働省の小委員会は、5/29に2024～25年の秋冬の新型コロナウ
イルスワクチン接種で、JN.1系統の抗原を採用する方針を決定した。

https://www.mhlw.go.jp/content/109
06000/001257952.pdf

第２回厚生科学審議会予防接種・ワクチ
ン分科会研究開発及び生産・流通部会 季
節性インフルエンザワクチン及び新型コ
ロナワクチンの製造株について検討する
小委員会資料

https://www.mhlw.go.jp/content/10906000/001257952.pdf
https://www.mhlw.go.jp/content/10906000/001257952.pdf
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• JN.1系統は、スパイクタンパク質にL455S変異を獲得したBA.2.86系統
の亜系統で、現在、日本で2023年秋から使用されているCOVID-19ワ
クチンで用いられている抗原となるXBB.1.5とは異なる進化

https://covid.cdc.gov/covid-data-tracker/#variant-proportions

https://covid.cdc.gov/covid-data-tracker/#variant-proportions
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オミクロンのXDQ系統は、BA.2.86.1
系統とXBB.1.9.1系統のFL.15.1.1に
よる組換え変異体

新型コロナウイルス感染症サーベイランス月報:
発生動向の状況把握
2024 年 5 月

新型コロナウイルス感染症サーベイランス月報:
新型コロナウイルス感染症サーベイランス月報:
新型コロナウイルス感染症サーベイランス月報:
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• ワクチンの抗原構成について、米
国の諮問委員会は『JN.1系統』を
推奨したが、米国FDAは直近の流
行動向を踏まえて、『もし対応可
能であれば、JN.1系統の下位系統
であるKP.2系統を推奨する』と、
推奨内容を更新した。

• 当初、JN.1変異型は6月5日の
VRBPACで推奨されたが、最近の
データではKP.2の方がより適合す
ることが示された。 

https://www.fda.gov/vaccines-blood-biologics/updated-covid-19-vaccines-use-united-
states-beginning-fall-2024

https://www.fda.gov/vaccines-blood-biologics/updated-covid-19-vaccines-use-united-states-beginning-fall-2024
https://www.fda.gov/vaccines-blood-biologics/updated-covid-19-vaccines-use-united-states-beginning-fall-2024
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国内で承認済みのCOVID-19ワクチン

• mRNAワクチン
➢ファイザーのコミナティ

➢モデルナのスパイクバックス

➢第一三共のダイチコロナ

• mRNA(レプリコン)ワクチン
➢Meiji Seika ファルマのコスタイベ

• 組み換え蛋白ワクチン
➢武田薬品工業（ノババックス）のヌバキソビッド

➢塩野義製薬のコブゴーズ（初回接種用）
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厚生労働省 新型コロナワクチンの用法及び用量に係る記載整備について (令和6年3月4日)
https://www.mhlw.go.jp/content/11121000/001219101.pdf

https://www.mhlw.go.jp/content/11121000/001219101.pdf


第10回 予防接種基礎講座 2024スパイクバックス筋注 (1価：オミクロン株XBB.1.5) 添付文書改訂のお知らせ

変更後 変更前

モデルナ・ジャパン株式会社 電子化された添付文書改訂のお知らせ (2024年4月)
「6. 用法及び用量」「7. 用法及び用量に関する注意」の項目より抜粋

一部抜粋
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https://www.mhlw.go.jp/content/001251915.pdf
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COVID-19以外のワクチン
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HPVワクチン

• 積極的勧奨の差し控えの影響を受け女性（平成９年度～平成19
年度生まれの女性：誕生日が1997年4月2日～2008年4月1日）
を対象とした、キャッチアップ接種が2024年度末に終了予定
（3年間実施）

• 男性を対象とした（4価HPVワクチンのみ適応あり）制度化に
ついて審議会にて議論中
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肺炎球菌ワクチン
小児の状況

• 15価の肺炎球菌結合型ワクチンが2024年4月から定期接種化

• 20価の肺炎球菌結合型ワクチンが2024年3月に承認を受けたことを受けて、審議会で小児の定
期接種化について検討中

高齢者の状況

• 日本において、高齢者に対する承認適応を取得済みのワクチンは、定期接種に用いられる23価
ポリサッカライドワクチン、任意接種で使用される13価及び15価の肺炎球菌結合型ワクチン

• 米国では、20価の肺炎球菌結合型ワクチンが高齢者に承認されていることに加えて、更に高齢
者の疾病負荷に合わせた血清型の21価の肺炎球菌結合型ワクチンが承認され、推奨されている。

https://www.cdc.gov/vaccines/acip/meetings/downloads
/slides-2024-02-28-29/04-Pneumococcal-Platt-508.pdf

https://www.cdc.gov/vaccines/acip/meetings/downloads/slides-2024-02-28-29/04-Pneumococcal-Platt-508.pdf
https://www.cdc.gov/vaccines/acip/meetings/downloads/slides-2024-02-28-29/04-Pneumococcal-Platt-508.pdf
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インフルエン
ザワクチン

• 2024年秋から経鼻
インフルエンザワ
クチンが使用可能
となる見込み

• サノフィは、60歳
以上の高齢者向け
の高用量インフル
エンザワクチン
（QIV-HD）の承
認を2023年12月
に申請中。

https://www.mhlw.go.jp/content/10900000/001256393.pdf

https://www.mhlw.go.jp/content/10900000/001256393.pdf
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麻疹・風疹・ムンプスのワクチン

• 小児期に定期接種を受ける機会のなかった男性（昭和37年４月
２日から昭和54年４月１日までに生まれ）を対象とした、風疹
の追加的対策（抗体検査で十分な抗体がなければ、風疹含有ワ
クチンが接種の対象）が2024年度末に終了予定（6年間実施）

• 第一三共により、無菌性髄膜炎の発生頻度が低いムンプス抗原
を用いたMMRワクチンの開発が進んでいることから（薬事承
認申請中）、国立感染症研究所にてファクトシートを作成する
方針
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髄膜炎菌ワクチン

• 2010年に「医療上の必要性の高い未承認薬・適応外薬検討会議」による審議の結果、医療
上の必要性が高いと判断され、厚生労働省がサノフィ株式会社に対して開発を要請し、血
清型A, C, Y及びW-135によるIMDを予防するワクチン、4価結合型髄膜炎菌ワクチン、メ
ナクトラの臨床開発が行われ、2014年7月に製造販売が承認され、2015年5月に発売。

• 海外の流行地域への渡航者、欧米への留学生、サウジアラビアでのハッジに代表される大
規模な人々の集会（マスギャザリング）等への参加者、一部の免疫不全者等が、主な予防
接種の対象。

• エクリズマブ、ラブリズマブ、スチムリマブ、ペグセタコプラン、ジルコプランナトリウ
ムの投与患者において、IMDのリスクが増加することから、保険給付対象とされているも
のの、同様に感染リスクが増加する脾臓摘出者においての接種に対しては、保険給付が認
められていない。

• メナクトラの後継ワクチンとして、結合蛋白をジフテリアトキソイドから破傷風と競いに
変更し、抗原量を4μgから10μgに増量した4価髄膜炎菌結合型ワクチン(A, C, Y, W-135)
の開発が行われ、新規ワクチンのメンクアッドフィが2022年9月に製造販売承認され、
2023年2月に販売が開始された。

• サノフィ株式会社は、メンクアッドフィへの製剤切り替えに伴い、メナクトラは2024年3
月末で国内での供給が停止される方針を示している。

東京小児科医会報 42 (2) 43-46, 2024.

https://mol.medicalonline.jp/archive/select?jo=fa6syoni
https://mol.medicalonline.jp/archive/search?jo=fa6syoni&vo=42&nu=2
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RSVワクチン

• RSウイルス (RSV)感染症は、特に乳幼児に多く認められる急性呼吸器感染症。

•感染力が高く、2歳までにほぼ全員がRSV感染症に罹患するとされ、再感染もよく認める。

•重症化リスクも高く、2歳未満の乳幼児で年間約11.9～13.8万例がRSV感染症と診断され、その約1/4が入院
している。

•特に生後6カ月未満の乳児は、RSV関連で入院する乳幼児の約40%を占め、別の統計によると、この調査が実
施された2017年と2018年には、それぞれ7人、4人がRSV感染症により死亡している。

• 2024年1月に日本で製造販売が承認されたRSVワクチン「アブリスボ」は、国内初の母子免疫ワクチン。

• 妊婦が出産前に接種を受け、生まれる児にRSウイルスに対する母親の抗体を移行させることで、出生後のRSV
感染症の発症リスクが生後6カ月までの評価で約70%低下した。

• 高齢者においても重要な疾患であり、1シーズンの前向きコホート研究では、1,000人中24人(2.4%)にRSV関連
の急性呼吸器疾患を認め、下気道疾患を8人(0.8%)に、入院症例を1例(0.1%)に認めた。

• 60歳以上の高齢者でRSV関連の下気道感染症のリスクを80%以上低下させたRSVワクチン「アレックスビー」
が2023年9月に国内承認され、2024年1月に発売された。

• 同様に前述のアブリスボでも高齢者のRSV予防適応が2024年3月に追加承認され、RSV感染症に対する予防対
策が大きく進展している。

• 半減期を長くした中和抗体製剤ニルセビマブ（商品名:ベイフォータス）も2024年3月承認、5月発売開始
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腸チフスワクチン

• 厚生労働省は６月24日、先日の審議会で
承認が了承された腸チフスワクチン、タ
イフィム ブイアイ注シリンジ（精製Vi多
糖体腸チフスワクチン、サノフィ）を承
認した。

• 「腸チフスの予防」を効能・効果とする
新有効成分含有の不活化ワクチン。

• 用法・用量は「１回、0.5mLを注射する。
通常、筋肉内に接種するが、皮下にも接
種することができる」。

• 海外では、1988年11月にフランスで承認
され、23年9月時点で、米国及び欧州を含
む88カ国で製造販売承認されている。

• 販売開始は1年後の2025年6月の予定。
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ダニ媒介脳炎ワクチン

• タイコバック水性懸濁筋注0.5mL、同小児用水性懸濁筋注
0.25mL（組織培養不活化ダニ媒介性脳炎ワクチン、ファイ
ザー）：「ダニ媒介性脳炎の予防」を対象疾患とするワクチン
が2024年3月に承認された。

• 対象疾患であるダニ媒介性脳炎は、急性ウイルス性疾患で、国
内では、これまでに北海道で6例報告されているが、感染の確
定診断用の検査キットが利用できない等の理由から、実態はま
だ十分に把握されていない。

• タイコバックは、欧米を中心に広く承認されており、厚労省の
未承認薬・適応外薬検討会議において医療上の必要性が高いと
評価され、同省がファイザーに開発要請を行った。承認申請は、
開発要請を受けて実施した国内第３相試験の結果等に基づく。
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